
様式第３号（第５条関係） 

（表） 

事業計画書 

 

１ 申請人の概要 

実施主体名  

所 在 地 
〒 

 

代表者職氏名  

連
絡
先 

担当部署  

担当職氏名  

電  話  Ｆ Ａ Ｘ  

メ ー ル  

主たる業種 ●●●●●●業 設立年月日 ●●年●●月●●日 

資 本 金 ●●●●円 従 業 員 数 ●●人 

 

２ 実施主体の構成（連携して実施する場合。申請人を除く。） 

名  称 代表者職氏名 所 在 地 主たる業務 

  〒 

 

 

  〒 

 

 

 

３ 事業概要 

事業名称 
 

 

実施時期 年  月  日  ～   年  月  日 

事業目的 

（太田市のプロモーションになる点を含めて記載のこと。） 

ポイント 

・どのような素材を地域資源や魅力として扱うか 

・事業を通じ地域資源等の価値が高まるか 

・事業を実施することで、どのような効果が期待されるか 

 

エントリーシートの内容を転記 
「連絡先」には「経費担当者連絡
先」を転記する 

エントリーシートの内容を転記 

他の団体と共同で 
実施する場合に記入 

エントリーシートの「事業
概要」に記載した「目的」
をより具体的に記載する。
市の「地域資源」「魅力」
「強み」を活用した事業を
展開することで、子育て世
代や若年層を中心とした
市民や周辺地域の住民、大
都市圏の太田市出身者に
どのような効果が期待さ
れるか分かるように整理
する。 



（裏） 

事業内容 

（行政にはない「新たな視点」や市民が共感できるポイントを必ず記載してくださ
い。） 

ポイント 

（１）企画力 

●地域資源をいままでに無い形でＰＲでき、最終的に「太田市の新たな魅

力」として価値を見出せる事業であるか。 

●題材とした地域資源を今後磨いていくことで、将来的にヒト・モノ・カ

ネのいずれかの新たな循環や対外的な稼ぐ力が期待できるか。題材とする

地域資源にもプラスの効果が期待できるか。 

（２）実行力 

●事業のターゲット層が明確であり、事前に具体的なニーズを把握できて

いるか。事業のスケジュールは具体的で、次年度以降、補助金が無くても

自走で事業を継続できる見込みがあるか。 

●予算に無理がなく、体制は万全であるか。 

●ターゲット層に効果的に情報提供できる仕組みとなっているか。 

●「誰かに教えたい」「太田に行ってみたい」など、参加した人からその先

への波及効果が期待できるか 

●事業の効果検証手法が明確となっているか 

周知方法 
ポイント 

様々な手法を効果的に活用しながら発信できるか 

期待される効

果と数値目標 

（対象とするターゲットと波及効果を根拠も含めて記載のこと。） 

数値目標のポイント 

アウトカム（成果）を意識した目標となっているか。 

【事業内容を、「地域資源を活用した商品開発」とした場合の目標例】 

○：生産者の所得向上、農産物の規格外品の削減、来客数の向上 など 

×：商品の生産量や開催するイベントの回数を目標として設定 

 

 

スケジュール

と実施体制 

ポイント 

期間内に完了できる無理のないスケジュールであるか 

支援体制は整っているか など 

 

事業の継続見

込み 

１．有 

２．無 理由： 

①実施内容を説明するため必要があれば、適宜欄を設けるなど変更すること。 

②新たな展開を伴う既存事業の場合は、新たな展開部分が分かるよう記載すること。 

 

次年度以降も単独で事業を継続す
ることが可能なものを積極的に評
価します。 


